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佐
藤
さ
ん
は
震
災
当
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
中
に
地
震
に
遭
遇
し
、
奥
さ
ん
と
近
く

の
小
学
校
に
避
難
し
ま
し
た
。
自
宅
は
完
全

に
流
失
し
た
た
め
、
地
域
の
人
達
と
仙
台
市

内
の
若
林
体
育
館
で
、
約
一
か
月
間
共
同
避

難
生
活
を
送
り
ま
し
た
。 

こ
の
時
期
に
（
４
月
15
日
）
本
部
Ｏ
Ｂ

会
が
被
災
地
調
査
の
た
め
に
仙
台
市
を
訪

れ
、
体
育
館
で
避
難
生
活
を
し
て
い
た
佐
藤

夫
妻
と
出
合
い
、
荒
浜
地
区
に
あ
っ
た
自
宅

跡
地
や
周
辺
を
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

佐
藤
さ
ん
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
壁
で
区
切

ら
れ
た
共
同
避
難
生
活
を
経
験
し
た
後
、
市

が
「
み
な
し
仮
設
住
宅
」
と
し
て
借
り
上
げ

た
民
間
ア
パ
ー
ト
に
移
る
事
が
で
き
、
そ
こ

か
ら
近
所
に
い
た
被
災
者
の
相
談
相
手
に

な
っ
た
り
、
自
分
の
再
建
計
画
を
立
て
な
が

ら
過
ご
し
、
２
０
１
５
年
８
月
に
新
し
く
整

備
さ
れ
た
復
興
住
宅
地
に
念
願
の
自
宅
を
新

築
し
ま
し
た
。 

こ
の
間
佐
藤
さ
ん
は
、
多
く
の
Ｏ
Ｂ
会
員
の 

激
励
の
言
葉
や
各
地
本
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
送
ら 

れ
て
き
た
名
産
品
に
励
ま
さ
れ
て
、
仙
台
支
部

Ｏ
Ｂ
会
の
副
会
長
と
し
て
奮
闘
し
ま
し
た
。 

一
昨
年
か
ら
の
「
田
城
後
援
会
」
活
動
で

Ｏ
Ｂ
会
員
宅
を
訪
問
し
た
時
に
は
、
同
じ
く

被
災
さ
れ
た
冨
田
先
輩
や
小
野
先
輩
が
、
既

に
新
た
な
地
で
元
気
に
活
動
を
し
て
い
る 

                         

                         

姿
に
接
し
て
大
変
感
激
し
た
そ
う
で
す
。 

そ
の
一
方
で
、
復
興
計
画
の
遅
れ
か
ら
、

ま
だ
仮
設
住
宅
で
の
生
活
を
強
い
ら
れ
て

い
る
Ｏ
Ｂ
会
員
も
お
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
「
福
島
第
一
原
発
事
故
」
に
よ
っ
て
、

被
害
を
受
け
た
Ｏ
Ｂ
会
員
も
い
ま
す
。
事
故

か
ら
６
年
経
っ
て
、
除
染
作
業
が
済
ん
で
自

宅
に
戻
っ
た
会
員
も
い
ま
す
が
、
未
だ
に
故

郷
に
戻
れ
な
い
人
や
、
放
射
能
の
恐
怖
に
苦

し
ん
で
い
る
人
が
い
る
事
も
忘
れ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。 

本
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
が
一
日

も
早
く
将
来
の
不
安
も
な
く
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
日
が
来
る
ま
で
支
援
し
て
行
き
ま
す
。 

         

        

２
月
15
日
13
時
よ
り
連
合
本
部
３
階
会

議
室
で
、
「
２
０
１
７
年
全
国
事
務
局
長
会

議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
議
に
は
、

23
産
別
・
関
連
退
連
と
47
地
方
退
職
者
連

合
の
事
務
局
長
が
参
加
し
ま
し
た
。 

阿
部
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
に
、
弁
護
士
の

拝
師
徳
彦
氏
か
ら
「
悪
質
商
法
と
高
齢
者
被
害

の
実
態
」
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

会
議
で
は
、
「
組
織
拡
大
」
と
「
財
政
基

盤
強
化
に
向
け
た
検
討
」
に
つ
い
て
活
発
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
、
「
会
費
の
値
上
げ
」
に

つ
い
て
は
、
更
に
役
員
会
で
検
討
し
、
定
期

総
会
ま
で
に
結
論
を
出
し
て
行
く
事
に
な

り
ま
し
た
。 

  

２
月
16
日
10
時
よ
り
参
議
院
議
員
会
館

講
堂
で
、
第
１
９
３
通
常
国
会
に
向
け
た

「
政
策
・
制
度
要
求
実
現
２
・
16
院
内
集
会
」

が
、
３
０
０
名
の
参
加
者
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
か
ら
は
、
６
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
来
賓
に
は
連
合
よ
り
新

谷
副
事
務
局
長
、
民
進
党
の
野
田
幹
事
長
、
社

民
党
の
福
島
副
党
首
が
出
席
し
ま
し
た
。 

集
会
で
は
、
伊
藤
連
合
生
活
福
祉
局
長
よ

り
「
医
療
・
介
護
・
年
金
等
に
関
す
る
国
会

等
の
動
き
に
つ
い
て
」
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

菅
井
事
務
局
長
か
ら
は
、「
社
会
保
障
制
度

に
関
す
る
２
０
１
７
年
度
春
の
要
求
」
が
説
明

さ
れ
、
国
会
の
山
場
に
向
け
て
は
、
国
会
傍
聴

を
取
り
組
む
事
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

                         

あ
の
「
東
日
本
大
震
災
」
か
ら
、
６
年
目
を
向
か
え
ま
し
た
。
被
災
地
で
は
、
新

た
な
町
づ
く
り
が
進
む
中
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
誘
致
に
よ
る
影
響
で
復
興
計
画
が

予
定
通
り
進
ま
ず
、
未
だ
仮
設
住
宅
の
中
で
不
安
な
毎
日
を
過
ご
し
て
お
ら
れ
る
被

災
者
も
大
勢
い
ま
す
。 

本
部
Ｏ
Ｂ
会
も
こ
の
「
東
日
本
大
震
災
」
の
大
津
波
に
よ
っ
て
、
15
名
の
会
員

が
自
宅
を
流
失
す
る
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。 

そ
の
内
の
一
人
が
仙
台
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
佐
藤
初
男
さ
ん
で
、
今
回
本
部
Ｏ
Ｂ
会
は

そ
の
佐
藤
初
男
さ
ん
の
６
年
間
の
生
活
を
追
っ
て
み
ま
し
た
。 

        

２
０
１
７
年 

全
国
事
務
局
長
会
議 

日
本
退
職
者
連
合
が 

「事
務
局
長
会
議
」と 

「院
内
集
会
」 

２
・
16
院
内
集
会 

3・11 東日本大震災から 6 年 

新築の自宅前で奥さんと一緒の佐藤初男さん 

被災直後、避難所生活を送った若林体育館 



   
 

     
 
 
 
 

                  

 

                

 

 

                                      

                                        

                                         

                                

新
潟
か
ら
は
新
潟 

運
輸
区
分
会
Ｏ
Ｂ 

会
の
土
井
光
信
さ 

ん
を
紹
介
し
ま
す
。 

土
井
さ
ん
は
「
国
鉄
改
革
」
で
昭
和 

61
年
に
広
域
異
動
で
東
京
中
野
電
車
区 

に
単
身
赴
任
。
首
都
圏
の
電
車
運
転
士 

と
し
て
活
躍
し
、
平
成
４
年
に
ご
両
親 

の
介
護
の
た
め
新
潟
運
輸
区
に
帰
任
し 

ま
し
た
。 

平
成
15
年
の
退
職
を
機
に
「
38
年
間 

留
守
に
し
た
地
域
の
た
め
に
何
か
貢
献 

し
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
平
成
14
年 

      

と
平
成
26
年
か
ら
の
２
回
、
新
発
田
市
松

岡
地
区
自
治
会
長
を
務
め
ま
し
た
。 

現
在
は
、
約
４
町
歩
の
「
耕
作
放
棄
地

管
理
組
合
」
代
表
と
し
て
、
市
か
ら
の
委

託
事
業
＝
松
岡
薬
草
研
究
会
会
長
と
し
て 

   

活
躍
さ
れ
、
地
元
テ
レ
ビ
局
や
新
聞
社
か

ら
取
材
が
殺
到
し
て
い
ま
す
。
仲
間
か
ら

は
「
ま
た
テ
レ
ビ
に
写
っ
て
い
た
よ
！
」

と
声
を
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
地
元
老
人
ク
ラ
ブ
の
事
務
局
長
と 
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し
て
、
高
齢
者
の
方
々
の
通
院
や
買
い
物
の
際

に
自
家
用
車
で
無
償
送
迎
を
行
う
な
ど
、
地
域

の
皆
さ
ん
か
ら
大
変
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。 

更
に
Ｊ
Ｒ
議
員
団
の
佐
藤
浩
雄
後
援
会
事 

務
局
員
を
担
い
つ
つ
、
毎 

月
19
日
の
「
安
保
法 

制
反
対
街
頭
ア
ピ
ー

ル
行
動
」
に
も
大
勢 

の
仲
間
と
共
に
奮
闘
。 

自
分
の
畑
で
作
っ
た
大
根
や 

沢
山
の
野
菜
を
知
人
や
後
援
会
の
皆
さ
ん
に

気
前
よ
く
配
っ
て
喜
ば
れ
る
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
八
面
六
臂
の
大
活
躍
で
す
。 

 
 

 

（
新
発
田
市
在
住
・
土
井
光
信
・
68
歳
） 

 

  

 

 

   

わ
が
町
の 

 

有
名
人 

新潟地本ＯＢ会 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

        

２
月
２
日
か
ら
12
日
ま
で
池
袋
・
東
京
芸

術
劇
場
シ
ア
タ
ー
ウ
エ
ス
ト
で
公
演
さ
れ
た
劇

団
文
化
座
の
「
命
ど
う
宝
」
が
、
連
日
満
員
の

大
盛
況
の
内
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。 

      

 

こ
の
劇
団
文
化
座
の
代
表
は
、
こ
の
公
演
で

も
「知
念
マ
サ
」役
で
出
演
し
て
い
る
佐
々
木
愛

さ
ん
で
、
中
央
本
部
の
「
政
経
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
や

「
12
・
13
南
京
―
平
和
の
た
め
の
国
際
交
流
」

に
参
加
し
て
交
流
を
深
め
て
い
る
方
で
す
。
ま

た
一
昨
年
に
は
各
地
本
の
集
会
で
「
千
羽
鶴
」

を
公
演
し
た
り
、
昨
年
は
本
部
Ｏ
Ｂ
会
の
東
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
三
地
本
交
流
で
も
講
演
を
し
て
頂

い
た
り
し
て
、
組
合
員
や
Ｏ
Ｂ
と
の
親
睦
を
深

め
て
き
ま
し
た
。 

本
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、
こ
の
沖
縄
の
闘
う
県
民
を

支
援
す
る
取
り
組
み
を
、
こ
れ
か
ら
も
様
々
な

形
態
を
と
り
な
が
ら
支
援
し
て
行
き
ま
す
。 

 〈「
命
ど
う
宝
」
を
観
た
人
の
感
想
〉 

 


 

（新
潟
・家
族
・
64
歳
） 

主
人
に
連
れ
ら
れ
て
初
め
て
生
の
演
劇

を
み
ま
し
た
。 

奪
う
者
と
奪
わ
れ
る
者
の
終
わ
り
の

見
え
な
い
長
い
闘
い
、
沖
縄
の
人
達
か

ら
、
い
つ
ま
で
奪
い
続
け
る
の
で
し
ょ
う

か
・・・。
私
達
は
、
こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ
ば

良
い
の
か
、
何
が
で
き
る
か
、
そ
ん
な
こ
と

を
問
わ
れ
た
二
時
間
半
で
し
た
。 


 

（東
京
・Ｏ
Ｂ
会
員
・
70
歳
） 

Ｏ
Ｂ
会
の
「
沖
縄
と
連
帯
す
る
旅
」
に

参
加
し
て
、
基
地
問
題
に
関
心
を
持
っ
た

の
で
こ
の
芝
居
を
観
た
。
つ
い
つ
い
芝
居
に

の
め
り
こ
み
、
年
甲
斐
も
な
く
悔
し
さ
で

涙
を
流
し
て
し
ま
った
。 


 

（千
葉
・Ｏ
Ｂ
会
員
・
62
歳
） 

 
 

先
輩
に
誘
わ
れ
て
、
初
め
て
文
化
座
の

演
劇
を
観
ま
し
た
。
観
て
本
当
に
よ
か
っ

た
で
す
。
役
者
さ
ん
の
迫
力
に
は
、
圧
倒

さ
れ
ま
し
た
。 

 
一
緒
に
行
っ
た
人
と
話
し
あ
っ
て
、
「
文

化
座
の
友
の
会
」に
入
会
し
ま
し
た
。 

                                  

        

こ
の
「
命
ど
う
宝
」
公
演
を
巡
っ
て
は
、
本
部

Ｏ
Ｂ
会
第
４
回
役
員
会
で
「
辺
野
古
新
基
地

建
設
反
対
」
の
闘
い
を
し
て
い
る
沖
縄
県
民
と

連
帯
す
る
た
め
に
、
「
沖
縄
問
題
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
「
命
ど
う
宝
」
公
演
を
支
援
す
る
事
を
決

定
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
関
東
周
辺
に
在
住
の

Ｏ
Ｂ
会
員
や
家
族
が
観
劇
を
希
望
し
、
予
想

を
上
回
る
１
７
０
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
一
昨
年
秋
に
「
沖
縄
と
連
帯
す
る
旅
」
に

参
加
し
た
半
数
以
上
の
方
が
、
こ
の
「
命
ど
う

宝
」
を
観
劇
し
ま
し
た
。 

こ
の
「
命
ど
う
宝
」
は
、
沖
縄
が
未
だ
本
土

復
帰
す
る
前
の
離
島
・
伊
江
島
で
、
「
銃
剣
と

ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
」
で
米
軍
に
土
地
を
奪
わ
れ
た

名
も
無
き
島
民
達
と
、
そ
れ
に
関
わ
っ
た
屋
良

朝
苗
、
阿
波
根
昌
鴻
、
瀬
長
亀
次
郎
達
の
闘

い
に
光
を
当
て
た
演
劇
で
す
。 

                     

    

２
月
10
日
都
内
の
ホ
テ
ル
ラ
ン
グ
ウ
ッ

ド
で
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
第
33
回
臨
時
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
提
起
さ
れ
た
運
動
方

針
が
満
場
一
致
で
確
認
さ
れ
た
後
、
代
議

員
に
よ
る
無
記
名
投
票
に
よ
っ
て
「
格
差
ベ

ア
に
完
全
に
終
止
符
を
打
つ
」
こ
と
を
全
組

合
員
の
総
意
と
し
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

今
後
は
17
春
闘
の
要
求
満
額
獲
得
に

全
力
を
上
げ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。 

       

春
爛
漫
、
各
地
で
お
花
見 
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・ 国鉄改革やＯＢ会結成時の思い出、 

趣味や地域活動で元気に過ごして 

いる会員の声が満載です。 
 
 お問い合わせは各地本ＯＢ会へ 

 頒価 ５００円 

 

 

 

 

熱く決意を語る「たしろかおる」議員と奥様 

地
域
に
恩
返
し
！ 

 

臨
大
で
「い
つ
で
も 

た
た
か
え
る
体
制
」確
立 

     

ＪＲ東労組ＯＢ会  
第 21回定期総会 

 
 

 月日  2017年 4月 20日 

 場所 目黒さつきビル会議室 
 

＊ 本部ＯＢ会結成 20周年を 
 
      みんなで祝おう 

 

 

 

 

本
部
Ｏ
Ｂ
会
が
「
沖
縄
県
民
の
闘
い
に
連
帯
す
る
行
動
」
の
第
2
弾
と
位
置
付

け
、
劇
団
文
化
座
創
立
75
周
年
記
念
の
「
命
ど
う
宝
」
公
演
を
支
援
す
る
取
り
組

み
は
、
当
初
予
想
を
大
き
く
越
え
る
１
７
０
名
の
Ｏ
Ｂ
会
員
・
家
族
が
参
加
し
て
、

大
成
功
を
納
め
ま
し
た
。
ま
た
公
演
も
連
日
満
員
の
大
盛
況
で
し
た
。 

な
お
こ
の
劇
団
文
化
座
の
「
命
ど
う
宝
」
公
演
の
観
劇
は
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
結
成

20
周
年
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
も
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。 

     

 
沖縄県民の闘いと連帯する行動第 2弾 

 

「沖縄の旅」参加者も大勢参加 

中央が文化座代表の佐々木愛さん（パンフより） 

 

「命どう宝」観劇、大成功 
    


